
オプトアウト用資料 

 

大分リハビリテーション病院を受診された患者さんへ 
当院では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを希望

されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 

 

研究課題名 

（承認番号） 

大腿骨近位部骨折術後患者の術後 1 年間における再転倒の有無と歩行時の

運動学的・運動力学的パラメータの特徴－予備的研究－ 

当院の研究責任者 

（所属） 

安藤将孝 

（リハビリテーション部） 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 

なし 

本研究の目的 大腿骨近位部骨折術後患者の術後 1 年間における再転倒の有無により歩行

時の運動学的・運動力学的パラメータの特徴にどのような違いがあるかを

比較検討することを目的とします。 

調査データ 

該当期間 

2022 年 1 月～2025 年 12 月までを対象とします。 

研究の方法 

（使用する試料等） 

●対象となる患者さん 

2022 年 1 月～2024 年 12 月の間に当院にてリハビリテーションを行い、動

作分析検査を受けた大腿骨近位部骨折に対して手術を施行された患者さ

ん。 

●利用する情報 

電子カルテに記載のある診療情報、動作分析検査のデータを利用します。 

年齢、性別、骨折型、術式、BMI、関節可動域、筋力、バランス能力、認知

機能、日常生活動作能力、動作分析検査、転倒歴、入院期間、退院先等 

試料/情報の 

他の研究機関への提供 

およびその提供方法 

他の機関への試料や情報の提供はありません。 

個人情報の取り扱い 利用する情報から氏名や住所等の患者さんを直接特定できる個人情報は削

除致します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際

も患者さんを特定できる個人情報は利用しません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 

本研究に関連して開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 

お問い合わせ先 電話：097-503-5000（代表） 

担当者：リハビリテーション部 安藤将孝 

備考 研究への協力を希望されない場合は、いつでも拒否ができ、そのために診

療上の不利益を被ることはありません。 

 


